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　　Yupian (玉篇) has been regarded as the earliest Kaishu-centric Chinese dictionary, which  
was edited by Gu Yewang (顧野王) in the Liang (梁) dynasty. In China, the original text of  
Gu’s Yupian has been lost because the simplified version by Chen Pengnian (陳彭年) became  
quite popular after the Sung (宋) dynasty. In the late Qing (清) dynasty, Li Shuchang (黎庶
昌) and Yang Shoujing (楊守敬) visited Japan and discovered several parts of Gu’s original 
text. They were reprinted in their Guyi Congshu (古叢書). They had a difficulty browsing 
and/or taking photographs of the original materials. Their reprints of Gu’s text were 
mainly based on the transcribed copies produced in the Edo period. Recently, Tokio Takata 
(高田時雄) found a fragment of the original volume 19, which was once owned by Yang. In 















































and Guyi Congshu of the volume 19. Some incorrect modifications in the transcribed copies 
are found in Guyi Congshu. Therefore, Yang’s original fragment was not used as a primal 
source of Guyi Congshu for Volume 19. Its primal source was the transcribed copies in the 




















































































































































































































































































19 　1762（宝暦12年）～1835（天保 6 年）。































































































































































































































































































32 　1775（安永 4 年）～1835（天保 6 年）。































































を収めた箱に「函別  巻十八……巻十九  水湮字以
下」と書かれた紙が貼られていることから、もと






































































































































と、⑤⑧⑫は 1 頁 6 行（見出し字換算）・ 1 行約
25字（注文換算）、①②③④⑥⑦⑪は 1 頁 5 行・ 
 1 行約25字、⑨（巻子本）は 1 紙10行・ 1 行約























































































a01 18（東）由 由 欄外（上） × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
a02 18（東） 楚辞「乘?」 右書入 ○ ○? 禾 ○ 禾 × ノホ ノホ 禾
b01 19（川）湛 郭璞曰「湛」然 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
c01 19（×）湛 又音視「林」反 （散逸不明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ●
b02 19（高）没 失利「為」没 右書入 012 ○ × × × × × × × × × × ●
b03 19（高）瀑 傳曰「瀑」疾風也 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
b04 19（東）濃 震字「在」雨部 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
c02 19（東）渥 渥厚「」也 無 049 漬 － － － － － － － － － － －
b05 19（東） 渇「也」聲 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
b06 19（東）湫 郡 「縣」東南 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
b07 19（東）準 玄曰「准」度 右書入 101 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
b08 19（東） 米 欄外（上） ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●?
b09 19（東） 米 欄外（上） 104 ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●?
b10 19（東） （ ）→ 米 右横見消 106 ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●? ●?
b11 19（東）湯 耻郎「反」 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
b12 19（東） 燕：→ 弓非 右横見消 △ × × △ △ △ △ △ △ △ △ ●
b13 19（東）浚 所「以」深之也 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
b14 19（東）浚 浚川是「也」左 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
b15 19（東）淤 上林「賦」行 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●
c03 19（東） 不 「」之言閃 無 126 注 － － － － － － － － － －












































































b16 19（東） 霜「露」許 右書入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●
b17 19（東） 郭「璞」曰璞 右書入
見消点
149 ● ○ ○ ○ △ ○ △ △ △ △ ○ ●











Ａ）「 」「輯」を含む 2 行：江戸期写本にはある 
が、柏木本・古逸本・影印本には無い。
Ｂ）「 」～「輦」を含む 6 行：江戸期写本には
あるが、柏木本・古逸本・影印本には無い。












































































































































56 　説文が掲出するのは 、 、 、 、 、 。萬
象名義では、 、 、 、 、 が追加され、宋本
玉篇ではさらに畚、 が追加されている。




































　⑨は、 1 紙あたり10行の行款の巻子本である。 
 5 － 6 行目の間にしばしば若干の空白が見える
ので、 1 頁 5 行の冊子本から模写したか、ある













持つということは 1 頁 6 行（または 1 紙12行）
の行款の模写本を経由している筈で、その後さら
































































































































































































































































































































































































Ａ） 1 頁あたり 6 行の行款であるグループ（高
山寺本、山田以文本）
Ｂ）改行位置は同じだが 1 頁あたり 5 行の行款
で、残巻冒頭に丙甲乙丁錯簡が無いグループ 
（いま島田本のみ）

























　原本字形のうち、注文 1 ， 4 の原本および高山寺本に
ついては模写で示した。詳細な状況は附表 1 、附表 2 を
参照されたい。
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比を附表 1 、附表 2 に示す。
附表 1 ：原本丙部（高田2018）に見える注文字形と本
稿での模写字形
高田2018 本稿模写
巻19
「湮」
注文「堙」
巻19
「泱」
注文 1　
巻19
「泱」
注文 4　
附表 2 ：高山寺本（池田2017）に見える注文図形と本
稿での模写字形
池田2017 本稿模写
巻19
「泱」
注文 1　
巻19
「泱」
注文 4　
